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自然豊かな故郷の川「久慈川」 
 

 久慈川は、その源を福島県・茨城県・栃木県の境界に
位置する八溝山（標高1,022m）に発し、福島県の山間部

を北東に流れた後、南流し、八溝山地と阿武隈山地との
間の谷底平野を流れて茨城県に入り、山間狭窄部の奥
久慈渓谷を経て、沖積平地を下り、山田川、里川等を合
わせ太平洋に注ぐ幹川流路延長124km、流域面積
1,490km2 の一級河川 



久慈川流域の区域分け 



2019.10.12 

インプットデータ 

アメダスデータ 

今回の集中豪雨では上流
側で、当初かなりひどく
なっていた。なお、支流の
流域が非常に長く、従って、
その分水嶺に従って流域
の区分わけをしたので、
一つアメダスのデータを二
つの領域に割り当てた
ケースが出た。 

久慈川の河口辺りでの流
れの構成を検討するため
の入力データ 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

久慈川には、大きな支流が幹流と平行して流れて居る珍しいケース。観察点の選択が非常に難しい。 



 河口辺りでの流量構成  

ここでは、広い流域での
豪雨が重なっている事が

分る。 
但し、竜神ダムでの貯水、
並びに、十流での氾濫は
考慮していない場合。 



氾濫の可能性  久慈川上流上小川橋辺り  



堤防に十分な高さが確保されて
おらず、氾濫の危険性がある。 

川幅も、130mもあり、また、堤防
の高さも7mあるが、今回の豪雨に

は耐えられなかった。 

竜神ダムは、山田川にありこの
地点の流量には関係していない。 



氾濫の可能性 中流 岩崎堤頭工辺り  



集中豪雨の量が
圧倒的に大きく、
氾濫が中流附近
で豪雨とともに発
生している。 

上流で氾濫が起
きていないと 



氾濫の氾濫 山田川合流地点 額田辺り  



竜神ダムの運用 

貯水量を58%としているが、現実

には、流出量を固定する方法がと
れるのであろう。 





上流での氾濫は起きて
いないと想定 

氾濫の目安 

堤防の高
さを3mと

している
ので、確
認が必要。 

G Zoneで
の豪雨に注
意が必要。 



氾濫の氾濫 里川合流地点 榊橋付近  





ここでは、上流
では氾濫は起
きていないとし
ている。 

この地点では、
豪雨の時間と
氾濫間でとの
時間差が小さ
い。 



当日の警戒警報は以下のものが知られているが、氾濫の可能性の時間については、当検証で
は、これよりもかなり早くなっている。実際の氾濫の状況確認ができて居ないが、これには、実際
の堤防の高さを確認する必要がある。時間的ずれの要因としては、上流での氾濫が起きており、
これにより、下流側での氾濫の時期が遅れたこともあるので、確認が必要。 



久慈川は、大きな支流が幹流と並行して流れ、河口近くで合流するという、
まことに、厄介な河川である。したがって地域分けは、分水嶺をよく分析
し、川の流れが、どのように合流しているかを念頭に実施しなければ、集
積された雨量を推定することができない。河口附近に到達する時間的な
問題も、こうしたことを考慮して、各支流ごとに求めることが望ましい。 

今後はこうした配慮がどの程度氾濫の可能性に関与しているのかも詳し
く分析して行きたい。 
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